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１． 研究課題 

海洋天然化合物にはユニークな構造や強い生物活性を有するものが数多く知られているが、

その作用メカニズムについての報告例はまだ限られている。天然化合物の分子・原子レベル

での作用メカニズム解析がすすめば、医薬品などへの応用・開発研究上、非常に有力な情報

を与えてくれるため、これからの天然物化学が進むべき主要な方向性のひとつである。われ

われはこれまで海洋生物から広く生物活性物質を探索してきたが、今後このような方向性に

沿って研究を展開するためにも、単に新規構造を探索し、構造－活性相関を調べる段階にと

どまらず、詳細な作用メカニズムの解析のための取り組みを行っている。 

 

２． 主な研究成果 

理化学研究所田中克典主任研究員らとの共同研究では、生体内反応による抗がん剤の合成

に成功した（論文投稿中）。 

東京大学後藤康之准教授らとの共同研究で、海洋生物由来抗リーシュマニア活性物質の探

索研究を、また、帯広畜産大学菅沼啓輔特任助教との共同研究では海洋生物由来抗トリパノ

ソーマ活性物質の探索研究を継続中である。抗マラリア活性ペプチド kapakahine に関して、

動態観察や標的分子の同定に向けたケミカルプローブを作成した（投稿準備中）。 
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５． 研究活動の課題と展望 

引き続き、これまで見出してきた海洋生物由来の天然化合物については標的遺伝子を見出

す研究を継続して行う。抗原虫（リーシュマニア・トリパノソーマ・マラリア）活性物質に

ついても同様に作用メカニズムの解析を行ってゆきたい。 

 


